
※次項に電波の使用状況に関する補足説明があります。  
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電波の使用状況に関する補足説明 

 

 

９６０－３０００ＭＨｚ 
番号 周波数帯(MHz) 主な用途 
［１］ 1215－1300 宇宙開発事業団の陸域観測衛星等で利用 
［２］ 1429－1453、1477－1501 携帯電話 
［３］ 1525－1559、1610－1660.5 インマルサット衛星等による移動体衛星通信サービス 
［４］ 1559－1610 国土交通省のＭＴＳＡＴ衛星による航空管制システム 
［５］ 1668.4－1700 気象衛星のデータ伝送又は気象ラジオゾンデ 
［６］ 1710－2025、2110－2200 

2500－2690 
ＩＭＴ－２０００の地上系に分配された周波数帯 
電気通信事業者が１９２０～１９８０ＭＨｚ／２１１０～２１７０ＭＨｚでＩＭＴ－２０００として利用 

［７］ 1980－2010、2170－2200 ＩＭＴ－２０００の衛星系に分配された周波数帯 
［８］ 2025－2110、2200－2300 宇宙開発事業団及び宇宙科学研究所の衛星及びロケットの追跡管制 
［９］ 2400－2483.5、2471－2497 無線ＬＡＮなど小電力データ通信システム 
［10］ 2483.5－2535、2655－2690 移動体衛星通信サービス 
［11］ 2535－2630 将来の衛星デジタル音声放送（ＤＡＢ）の国際的なプランバンドとして分配された周波数帯 

 


